コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使って上まに節約 



1•特にを意しでいたださたいこと、 
まをのために必すお守0 ください 

2.使巧する場所 . 

3 •各部のち称 . 


• 室湿の調節 . 

•風向調節 . 

•消;^ . 

• タイマーの使巧巧巧 . 14〜 

6. 安ま装置 . 

7. その彻の装置 . 

8. 曰常の点検•手入れ . 18〜 

9. 定期点検 . 

10•巧障•異常の見分け方と処置ちを…‘23〜 

11.部品交換のしかた . 

12•保管(長期間使用しない居さ) . 
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-ろ極る X 、ま.ピ區亢で.、; i — 軒.が! 
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なあお読る广_ひ一た:^むお博いに 
る方がいう古ち房られる刷こ r 保部 
となに大のじ保管しで < ださい。 


么警告 

をが気居を必すおちしで< ださ u 


A 警告 


14•アフターサ 
15•据巧け • 
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1 ■釉こ注意して I 、ただきたいこと、链のためにおず約りくだをい 



A 警告 1 

•ガ、"|、ノ 厳泣 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧しないでください。 

火災の原因になりまず。 、聲/ 

•がれ危険 ■ 

給排気筒（管、ホース）び正しく接続されでいるか点検しで 
ください。 

外れでいると運転中にがガスが室のに漏れで、危険です。 

ピ 

班 

口 

憂 

1 


•給排気筒トップ閉そ < 危険 € 

積雪び多いときには、給排気筒トップの周りび雪でふさびれ 。 
でいないことを確認しでください。ふさカタれでいるときは、 

除雪しでください。 

運乾中に排ガスカタ室のに漏れで、危険でず。 

ドシ八ノ 

更 

1 

霞 暴 

•温風吹出口をふさがない _ , 

巧類、祇などで温風吹出□や空気取入□をぶさか。ないでくだ J 

巧類、紙などでふさぐと、火がの原因になります。 グ 

}〇 









0*7 プレ—吿厳寧 

殺虫剤などのスブレー定を温風のあたるところに放置しない日、 

でください。 けご 

熱でスプレー生の圧力が上びり、爆凳し、危険でず。 W 

•可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、巧燃巧ガスか‘凳をするちの（ベンジン、シン 
ナー、ガソリン)、スブレーを使巧しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 


0 

0 


A ま，局 



*v 

•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのをおづけないでください。 C 

火おが発生するおそれびあります。 1 

誠 

f 

0 

•給;由時消火 

給油は、必す消乂しでから巧い、こぼれたな巧はよくふき取 r 
つでください。 ’ 

火災のおそれか’あります。 ^ 

痛 

窗 


•異常時使用禁止 ( 

巧一異常を感じたとぎは、使巧しないでください。 ^ 

異常燃焼のおそれか‘あります。 

すみやかに運乾スイッチを r 停止 J にしてください。 < 

1 

1 

0 

•温 風に 直接 あた6ない 
温風に直接長時間あたらないでください。 

低湿やけどや脱水をがになるおそれびあります。 



0 

♦戸:ち音巧接をホが1と 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒に字など/をれないでください。 
やけどのおそれか’あります。 



•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理は、危睽です。 




♦指や棒を入れない 

給排気筒トップに指や棒などを入れないでください。 

けびや火災の原困になります。 



0 

•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブ本体や給排気筒には巧暖房巧 
の熱交換器などを取り巧けないでください。 

火災や排ガスび室のに漏れる原因となり危膜でず。 

0 

•フイルタをはずしての運乾禁止 

対流巧送風機のフイルタをはすした状態で運歷しますと、力ーテンなどを巻き 
こんで火災になるおそれびあります。 ’ 

またまなどふれるとけがをするおそれびありまず。 

0 


2 
















A ミ主意 


•電源コードを傷めない 

電 P コドに無理な力を加えたり、物をのせたりしないで 

また、電源ブラヴを抜くときは、コードを持ってミ1き抜か 
なし、でくださし、。 

乂巧や感電の原因になります。 

0 

•電源プラグは確実に差し込む 

電源ブラク‘はコンたントに根元まで禮実に差し込んでください。 

宇た、傷んだブラヴやゆるんだコン t ントは使巧しないでください- 
火巧の原因(こなります。 

# 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないと苦は、電源プラグをおいでください。 

火巧やず想しない事故の原因になります。 - 


•電源プラグのお手入れを 

祭養!？ 5 源プラグを抜き、ほこりおよび盡属物を陈ましでください。 
属しりかたまると湿気などで絶縁不良になり、火災の原因になります。 

皆 

•電源の接続 

•2:1 は雲ミ配線さたた単ホ目 loov のコンたントが州ま使巧しなし、でください 
巧黙 ♦ 発人の原凶しみります。 

*5 愛 2 二,ド!？、途中で接続したり延長コードの使巧.他の電気器具とのタコ 
足配線をしないでください。発熱.発火の原因になります。 

0 

•変質な油禁止 

変質な;'由、汚れた巧、水の混じっでいるな油などを使巧しないでください 
異清燃焼や故障のおそれびありまず。 謂しょレ CW しさし。 

0 

•な油の保管 

! g ； 油は^乂気、雨水、ごみ、高温および直射日光をさけた揚巧に保管しでくだ 
さい。ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤っで使巧すると異常燃焼や火災のおそれか•あります。 


•据付け上のミま意 

•量 5 樣ミ呂身!こまる工事は危険です。据巧け工事や移設工事は、必すお買い 
求めの販売店に依頼しでください。 

* う譜巧譜 25 雜製にっぃでは、火災す防条例、5漏焼機器 

の^置畐華しよる規制かありますので、これにがって据イすけでぐださい。 
•ストーブの固定は、本体固定を員などで、確実に固定しでください。 

善 


•廃棄ずるとさの連意 


ストーブを廃棄処かすると苦は、オイルフイルタのの■ミ由を抜き取ってください 
g ! 力八ったまま顧するとリサイクルの腳こ娜め事り^。胃 










圍をほ用する場所 


ストーブをををに使馬するためには、場所の選定力*大切です。 


ま全に使用ずるために_ 

♦マントルピースなどに据巧ける揚合は、標華据巧け例 
にしたびつでください。 （29 ぺージ参照） 


鳩高が1500 m が上の揚巧では使巧しないでください。 
高地で使巧される場合は調整び必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必雲な空気か’不足し 


ます。詳しくは、工事説明書 
覧ください。） 


高地で使巧の場含 


をご 



参温室、飼育室、乾燥室などでは絶が使巧しないでくだ 
さい。 

♦温室、飼育室など、動植物の育成裁培に使用しないで 
<ださい。 



効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 



•が気に接する窓の下や壁面に置くと、お気か’ 
ス I -ーブで暖められ、温風としで巧流します 
ので効果的です。 


湿風のお環を巧げない 



参温風の出□の前面に障害物を置かないでくだ 
さい。 

-• 障害物があるを C : 部屋の温度にむらか’できるば力、 

::岛.でなく I 帘体め遍度方韩で璋候巧す;:請:ゎを H 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる場所を遺ん 
でください。 













■ 3 ■き部の撕 

外観図 







































構造図 


過熱防止装置(ままサーモスタット） 


遅延サーモスタット‘ 
熱交換器- 


のぞき窓 


處熱板- 

バーナ- 

プリント配線板 


■ I " / 

FT 


歸 

渥 


巧爆装置 


燃焼巧送風機 


燃焼制御装置 ( CdS ) 

-電磁ポンプ 

一巧震白動消义装置 


操作部 


運乾•停止里 


切換スイッチ 


温度 • 時計調節 


温度/時計 
タイ7—運転 


層曰設定 


時計 

時計 jf * rL タイ 7- 
合せ叫* Lt が 



□[ 
□ — 
B ^ 


達乾スイッチ 


—切換スイッチ 

温度-時計調節キー 
温度/時計切換キー 

—タイマー運乾キー 

—腫曰設定キー 








表示部 


燃焼ランプ 

点 滅 

ブリパージ中（点义準個中） 

点 巧 

燃焼中 

早い点滅 

E 表/雨かでたとぎ 




タイマづ載 


タイマー運乾中 



曜日ランプ 


現な垣曰を巧 


タイ7—恩日表示 


• - . ; .. • 

運乾ランプ 


点 巧運馬中 


早い点滅 


留腫圍曲曲猫 


むツト還度 


室内湿度 


慕に量に/ 7 巧 


| g 固四 I 囚 I 励圆团 



I なツト SS 9 巧 SK I 

i 國。0固 I 

I たツト 2B S 巧 as 1 

i 团:醒 l | 

I じ•ノト 2 S s 巧 as j 

誤因:閲 j 

I たジト 28 S 巧 as I 

近ご曰 I 

[ た•ノト SS 空巧 SB I 

諸回。。厕 I 


__ 夕み表を球.——藍^^^^も^^^^^^ 

•温度点な（温度表示） 

を側：たツト温度表巧 (12 で〜30で） 

_石測：室內温度表を (0 で〜40で） 

• AM または、 PM 点紅（時刻表示） 

を側：時 ち測：分（例）午前8時30分 
•切換スイツチを（■タイマー含せ j にすると、タイマーたツト時 
刻を表示しまず。 

• E — EE 点灯 

厚電を再通電（ストー::^遲窗中の場ち） 

• : 点口 

時刻のホ t ツト 

_停電を再通電（ストーブ厚止中の楊台） 

•(例） E — 09表を巧震自動消火装置のお動 
再度、点义操作をしでください。 

• その他の E 表をは17ぺージを養照しでください。 






























，巧一:密琴呼ミ由を不鄉呀难を便庙じたと亭は;、 

• お買い求め技販売店まちはご;掠 g くのコ□去お客 
様ご相駭窓□(裏表紙参照たにご連おぐださい。：;; 


•極度{こ変質したちのは、黄を晰がかったり、すっぱいにおいびします。 
♦必す灯巧巧のボリタンクをお使いください。 

•な油はシープン中に使いさりましよラ。 


■変質な油や不褲灯油を使用ずると…：: 
■油の程度にちよりままが i 燃焼不良をおこしもり、 
ストーブの損傷を早め、.巧障の原因になります。 

• 水やごみが送•进経路に流れ込み' 燃烧不良や着义 
’.不良の原因になります。;..;.'.. 


;■変質な組•.不純な逆が原因で修理を故頼されたときは、;保証期間中でをお証のがま巧とななます。; 
•: •望質な巧0処理でお困りの場ちは;:;巧巧をお員いおめか販売勘ミご相談くたきい爲聲 S 趕 i 黄黨聲語寧 

.. •-: . :••バ i；.. ：； *. ；：. ::;ふ.":こ.;ぷ•一.,:,..'三.; 


IB 




燃斜は、巧'油 （ J ほ1着巧油）を必ず使巧しでください。 


►[ A 警告]ガソリンなど揮発性の言いミ由は、 
絶巧に使巧しないでください。 

火災の原因になります。 

►r 么注意 I 変質 I な巧、ちれた油、水の混じ 
つでいる灯油を使巧しないでください。 

異常燃焼やが障のおそれがあります。 

I な油は火気-雨水-ごみ-高温 
および直射曰光をさけた場所に保管しで<だ 
さい。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤つで使巧すると異常燃焼や火災のおそれか‘ 
あります。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃斜をつけ、忌をふ含かけます。 
(火の気のない所でなつてください。） 


巧溢は 
めれたまま 


方ソリンは 
すぐをく 


圍変質な油-不純な油とは 


巧シーズンより持 
ち越しのの■巧 


mm 


圆園 


長期間曰化にあた 
る巧や温度の育い 
巧に保营したな巧 


容器のふたび間け_ 

であったり、乳白 < MMm . 
色のボ U 容器で保 レ/ 
管した巧油 ^ 


水-ごみや灯巧な 
列の油び(まんのわ 
ずかでち混入した 
な巧 
















ミま胃 I 給;'由は必す消火しでから巧い、こぼれたな巧はよくふ壹取ってください。 
乂災のおそれ力《あります。 

B 給油のま順とを意 

^送油バルブを閉じる 




給油□ぶたをはずし 
給油する 



3 給油□ふたを締める 



♦市販の給油ポンプなどを使巧しで、油量計を見な 
がら給油しでくださし、。 

参油量計の針が「満 J をさしたら給ミををやめでくだ 
さい。 

韩畜總お編能器親 1 ; 圍梅識お里-な拭 
旣..を销挪链盛 L 、 轉雖を巧5链咕.郎; i ; 


参給ミを□ふたは、確実に締めでください。 


，:騎誦款繫诱火攝願苗磯縦嚴驟釋 SIPS 
埋驾空耳麵垫を;卜^就壽命插中を若み S 岂だなり議琴欄! 











給油 


a な}巧が'な < なると 

♦ご使巧中に巧タンク巧の巧油びなくなると、 f - 扫台または、 f - cy び表示され消火します。 


'油タンクを空にレないま弓にを意しでぐださし、。 
な巧がなくなり、 f 表示び出た場さは、給油後、 


送油経挺の空気なさがお度となひます。 


S ち油経路の空気巧さ 

♦初めで使用するとさや油描れで f 表示か’出た揚合は、油タンクに給油した後に、送油パルブを開 
言、空気あぎを巧って<ださい。 


藉饒巧ねじを 


♦な;'由が耐ここぼれないようオイルフイルタの下に 
巧や、容器などを苗意しで<ださい。 



空ゴ i ! 油を II ょく振り 


参ゴム製送油管をよく振0、送巧経路内の空気抜を 
を十分に巧ってください。 



3 空気をき肋じを齡る 


♦空気び抜けオイル フイ ルタの中にの■巧び滴たされ 
たら空気抜含巧ねじを締めで < ださい。 










点义前の準備と確認 

巧漏れの確認 



♦油タンクや送油管の接含部など力、ら油漏れか•ない 
かどラか確認しでください。 

•お;房れ苗志る£吾誤 '; S 南を苗止—だ選由ノ茄ブ署論'- 
I Q ;: おをちちを質いずめな)販売唔爲写巧含.ださし、。;;;::;; 


電源の接続 


コン它シト 



ストーフ'周囲の確認 



A 汪意 I ’ 


電源プラグ•コードの発熱.凳义を防ぐために… 

• 電源ブラグはコン t ントにお巧まで確実に差し这んで 
ください。 

•電源は、必す適史配綜された華巧10 ov のコン它ントを 
使用しでください。 

•霉源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧、 
他の空気器具とのタコ足氏綜をしないでください。 


注意 I ス i ブの上や周齒に燃まやすいち 
のを置かないでください。 


給排気筒接続部の確認 



• 哈 警告 1 給排気筒（管-ホース）が正しく接 
続されでいるか確認しでください。はすれでいる 
と運転中に排ガスび室巧に焉れで、危険です。 


誦 







■ 5 ■使用方法 

点乂 __ 

I 送油バルづ、を開く •油タンクの送姐バルブを開し、でくださし、。 


ち油バルブ 


運転ランプか‘点なし、燃焼ランプび点滅します。 
このとき同時に時刻表巧から温度表示に切り変わ 
ります。 

約10秒後に点火し、燃焼ランプが点滅から点なじ 
変わります。 

点义しでストーブ巧び暖まり、2〜4おをに巧流 
巧送風機びまわり始めまず。 

•点火時;,巧里音と同時に着义置をおじまずが眞篱靖陡ゴ 

:乾 9 .棄吾&».,'：：..'';..…ご:;:心 V ’.::.古’:.:.苗ぶ^^^ 


:•ネリ使巧時やオイルフィルタの空気抜きを巧った直後の点义では、一度で着乂しないことがあります。 

このストーブはミス這义時に再度旨動点乂揉巧を巧いまずが、それでち着义レないで表示: 

:されることがあります。このようなときは、運乾スイ、心チを巧しもどし、再度点ぶ操巧をレでくだ! 
さし、'..:'''吗盛嘉與"^;群..':->-:ザ猎姑 ii ;; おを轉曾關捕巧端:;； 营を:;'ザ'す萬:;羅證霉:。' .': i : H 駐.立.巧;巧’ 

■初使巧時はストーブの妨鐘巧や塗料な.どが焼けるため、煙やにおいび出るこどびおりますご：窓をあ:; 
.■ けで部屋の換気をしでく:ださい <r ご L :;.1',—:::; が。ご':’—.;’：.;;;;';.--:摔:ぶミ;晶 - 點:;;站毒草骑語; - 
; ♦ 点义を約:10み間は、熱瞭張なため、：熱交換器などがルさな音を出すこどがお切まずかお.:異煮ではあ^ 
::りません。:，:.;:.::--' ; 早';..:;:.:::': - 

♦が気温び低くなると、:お排気筒め先端から連続のに白煙び出るごとがあります。これば排気ガス申 
に含まれている水蒸気が白く見えるためで、：異常燃焼による白煙ではあ.りません。- 


处黏 ッチを : 













室温の調節 
温度 • 時計調節キーを巧す 



参温度.時計調節キーの ( j ][ D を押しで希望の温 
度し合わせでください。 

♦キーを巧し続けると、表示は連続しで変わります。 

お* ルーム：けーモ巧ンせ与によ切こおみ卜温度 f こ脑じで目; 

動的に乂力切。鸾えおよ迂罩;菊乂を替1；>ます；； V : 

:•またツトの場含、:ゼ苗ド遍度は旨動的に20でたたット; 

: されていまず。' ;み，.ち卓草.，.'!..;: 

:♦セッド温度は、12でから3な島までか範囲で t ットでき； 

:.ます。 V ： ■:. rV-：M 


唯酬っ結說載: 1 遍巧#電で姑祐 ssi ； 待端 iS 漏觀 T — で ;;; ry 

I 温度き巧は、ルームサ_モたシサー周远み温度を感巧しで表示するので、お部屋わ適度計とは教植 
.が一致しないことがあります。み,:;;邮站-た:- 

編夏鑑臟磯 iiii 訓麵物弓:® 1® 議 


風 I 可調節 

風巧は上下-左ろに変えることができます。 


左ろに動かす 



参温風吹出ち同を左ちに変えたいときは、風向レパ 
-を左ちに動かしでお巧みのち向に含わせでくだ 
さい。 


上下に動かす 


♦温風吹出ち向を上下に変えたいときは、ル _パの 
左ちを持ち、上下に動かしでお巧みのち向に含わ 
せでください。 


;* 齊吗韩節時スお^:!;^化しで、洁去でいるとさに搔っ是ろ岸妄〇在 













運輯スイッチを巧しをどす 



♦運転ランプ、燃焼ランプか’消巧し、消乂します。 

同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 
參消火接は本体巧部が席却するまで送風を継続し、 
5 〜 7 分穫に巧流巧送風機か’厚止します。 


. 一 •..三 ... . 

:: >: [< 么注意 I 長期間使苗しないときは、に必ず電源ブラヴをコジだな卜から巧いでくたされ 1’ 
-•巧出するときは、略す消义してください。：： で V . でぶ'.二:を-:で^ 

•消乂操作を、.温風び出でいる間は、 i 推巧に電源すラグをあかないでください。: i 7叩;.;おす; 


タイマーの使用方法 


圍現在時刻-現在腫曰の含ねせかた 



[時計合せ J の位置にする 



♦切)換スイッチを「時計合せ J の位置にしでくださ 
い。 


E 時刻をさわせる 

温度•時計調節 



• ( HID キ-を押しで、デジタル表示部の時刻を 
含ねせでください。 

♦キーを押しつつ’けると、表示は連続しで変わりま 
す。 


•時刻を草りせ夸とき些、 AM 、; PM をまちがえないよう 
:'を意しでくださし V ;'這':’:;’ 

.• _ J. •. .. ... 












タイマーの使用方法 


J 曜曰設定キーを巧す 


層曰設定 



惑 r 時計 J の位置にする 


切換スイッチ曼貧 



♦曙曰設定キーを押しで、現を曙曰に合わせでくだ 
さい。 

♦キーを巧し続けると、表示は連続しで変れのます 


♦切換スイッチを「時計 j の位置にちどしでくださ 
い。 . 

♦これでた ツ ト完 3 ■です。 

. •巧••，一- - ，..一 

♦現を時刻たット樹ま、な!換スイッチを必ず f 時計 J の 
位置にさねせでくださし、(■時針•さを j の位垣で i ま時 
許は止ま。たままになりまず。.： 

* ホた、ツトの場さ、現在時到は-- - を表示しま 


圍タイマー時刻の含わせかた 
J r タイマーさせ J の •造 


位置にずる 


切換スイッチ II 亡^5為一 


♦切換スイツチを「タイマーさせ J の位置にしでく 
ださい。 

•現な時刻の合わせかたと同様にしで需望のタイマ 
-時刻に含わせでください。 


^ r 時計 J の位置にする 


巧換スイッチ度喜 


♦巧換スイッチを「時計 J の位置にをどしでくださ 



•; タイマー時刻は、 .1 .度じみかすれば記憶されます。 

' タイアー時刻むッわ掛も;:切扳スボがすぞ必ホ: r 時計 J 
のに置に含わゼ革くたさ扔;早;た;;. • 

I 未 t ツトの場さ、.タザマー時刻は自動のに AM 6:00 に 
じ'卜されでいまお お’； 









タイマーの使用方法 


圍おはよラタイマー運おのしかた 


タイマ-運転キ—を巧す 


タイマー運乾 



•運乾中、または運輯スイッチを巧し込んだ後、夕 
イマー運範キーを巧しでください。 

♦タイマーランプが点なし、点火する塵曰のランプ 
が点滅します。 

♦デジタル表示部はタイ 7— 時刻を約 30 秒表示した 
後、時刻表示にもどります。 

♦合わせた時刻になると、自動が)に運輯を開始しま 
す。 


時間設定が'24時間を越えるとさは、つブけで 


曜曰設定キーを巧す 


曜曰設定 



♦タイマー遲攝キーを巧しでろ、ら 30 砂おのに曙曰設 
定キーを巧し、点火する厦曰のランプを点滅させ 
でください。 

参合わせた曜日-時刻になると、有動のに遠乾を開 
始します。 


• 点义ずる糧曰設定はお憶されません。 


»点父する握曰のランプは運廣を閱おするまを点滅を結けまず， '.r.-：- 

* タイマーセットを、点义ずる糧日を変更するときは、タイマー運転キ-を押しでタイ々こミシブを 

消巧させ、再度タイマ■■■運起キ■-をがしでから再設定しでくださな。:;;;;；た;心;: Wfe;: ぎ:却;苗^^ 

• タイ.•ホ:-たがド時刻を確認するときば、胡換スイ、シチを r タイマー合せ J ;; の位置にじでくださし、。 

(確認後は:: r 時計 j: めを置むもどしでください。）： ： :;k; :强菁謂單ふ 

* タイマ-^ちットを;;击か卜時刻前に点火したいと舌は、再度タイ々一運起キーを巧しでく:だざい。:: 

•素たットの揚含V;;電源プラグをコンだンわから巧いたときや厚電を离逼電じ担更韋は背;爭ジ女)I；表 

示部が-;:ご:/写; ■; または、—ぞを表示し、クイマー運乾はしません。.;.-;;V; : ; 扣 

.再度、現巧時刻さむせ:•タイマー時刻さわせを巧ってください。 — 语青昔;ち;享 h;; 豈量^^^ 

•外お時など<嘴巧中に燃焼を開始するようなタイマーた、 y 卜は、絶測こじながちぐたさいご-::で^^ 
- .. • — •• * . — . . 














6 度全装置 


このストーブにはな’のよラな安を装置がついでいまず。 

すべでのまを装置は、異萬力 《 取0除かれでち再度点义操作をしなければ運転は停止した 
ままです。 


まを装置 

巧震自動消义装置 

が-則表示） 




燃焼制御装置 

(E-SS’E-IJL! 表示 ) 


停電まを装置 

_ ぶぶ表示） 


過熱的比装置 

灣議蟲識卜 


原 因 

• 巧震(震度約己な上)や強い振動、 
衝撃を受けた場ち、呂動のに消 
义します。 


巧のれしたとき 
点义5スをしたとぎ 
透中失义したとぎ 
異常燃焼したとぎ 
じ自動的に消义します。 


停電したと含 
電源プラグび巧けたとき 


ミ忌風空気取入□や温風のお □ 
にほこりびつまつでいるとぎ 
ストーブ前面に巧害巧がある 
とぎ 

に有動的に消义します。 


処置方法 

•地震によつで作動した場合、周国 
の巧燃物、機器の損傷、巧漏れ、 
給が気筒のはすれなど異常がない 
ことを慣認しで力、ら再点义しでく 
ださい。 


• 曰常の点検.ま入れ （1 8〜23ぺ一 
ジ参擦）をしで力、ら点义操作をし 
でください。 

•処置をしでを繰0返しエラー表示 
か’出るときは、一旦運転スイッチ 
を f 厚让 J にしでからお買いホめ 
の販売店に運経しでください。 


•通電を、爲乂撲巧をしでください。 
• 電源ブラブを提認しでく ださい. 


I 湿風空気取入□や湿風吹出□の巧 
陈をしでから再お义しでください。 
(20. 22ぺージ参 ㈱ 
>処 S をしでを爲〇返しエラー表/吊 
か’おるとぎは、一昼違處スイッチ 
を r 停止 J じしでからお置いホめ 
の旗売店に运活しでください。 


■その他の装置 


装置のさ称 


排気管あけ檢知装置 

薄，ぶ結 m :. 

** .V.' . 

* ; . - 

. .. 


週電流防止装置旧アンペア) 
/:( 表式部を消な） 


• が気管の接続部か’はすれたとき 
• 排気管巧け積知巧リード線びは 
すれたり、断線したとぎ 
に白動のに消义します。 


処置ちを 


' 排気管抜け巧知巧リード線のゆる 
みまたは、はすれ-のれびないか 
確認しでください。 





で gg 寶(夕 V ヨートにより遏電 •シヨートの原因を取り陈ぎ、電流 
流か流れたとき ヒュープを交換しでから点义操作 

をしで <ださい。 

















圍 8 .日常の点巧•手乂れ 


点検•を入れは、消义後ストーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコン t ントから 
巧いで巧つでください。 




電窥部品の分锅や巧販おとの交換は絶巧にしないでください。 


燃焼部の分嚴はお巧にしなレでくださし、。 


ストーブとストーブ周囲の点検 


(使巧ごと) 


周囲の巧燃物 


♦ な意 I ストーフ’の园囲は常に藝理-清掃し、 

燃えやずいちのを置かないでください。 


ほこり•ミちれ 

油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


♦ほこりや汚れをそのままにしでおくと、油びしみ 
たりしで危険です。 

ス i ''ーブは、いつち清潔にしでご使巧ください。 

参油び漏れでいたり、油のたまり、にじみびないか 
点検しでください。 

:•油 i 扇れかあるときは、；お黄い求めの販売齒こ修理を巧.. 
頼してぐださい。 


ゴム製送油管の点檢 • 
交換のめやす 


♦ IT ム製送ミを管は、屋巧で使巧しないでください。 

屋列での使巧は禁止されでいます。 

参屋内でゴム製送油管を使巧しでいるときは、膨潤、 
収縮、愛質、変形、ひび割れがないか體認し、巧 
点のあるときは安換しでください。 

交換のめやすは、3をに一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 (使用ごと） 

給が気筒のはずれ ♦ I 警告]お排気筒(管-ホース)び正しく接続 

されでいるかときどき点検しでください。 

はすれでいると運転中に排ガスが室脚；:漏れで、 
危険です。 


給排気筒、トップ 
周囲の障害物 


• [ A * S ] 積雪力*多いときには、給排気筒トツ 
プの周りび雪でふさがれでいないことを確認しで 
ください。ふさびれでいるとさは、陈雪しでくだ 
さい。 

運處中に排ガスび室のに漏れで、危検です。 


♦給排気筒およびトップの周囲に障善物び置かれで 
いないか、ときどき点検しでください。 

障喜物か’置いである場合は、移動しでください。 


» 












給排気筒接続部のゆるみおよびトツプ周囲の点横 


(1 シーズン1〜2回） 


給排気筒のつま 0 


♦シ-ズン初めには必す点検し、くちか•巣をつくっ 
たり、異物か’入つたりしでいると言は必ず掃陈し 
でください。 


，給排気茵が P まると夕壳を燃烧をおこします。.;; 
.' , •一 •■•••.•••*?:,•* 一-•".一-;—— ••!••* ••!•..• _ ••- ,••.，， 


〇リンク'の破損 


给巧気茵 メスすスエルボ 



♦給排気窗を一度取りはすしで、再び巧り巧けると 
含は、排気管の接攝部の部にはめをんである〇リ 
ングが破損しでいないか確かめでください。 

i,:: •破損しでいた場含は、お買い来めの贩売店に sS を巧 
亡-…頼*::^互く^し心.山:..::山;:;，;..ぶ.占;.ご;:.诚站 


0リング 
P 50 4齡 




〇リング\ 
P 50 4香 D 


.卜 ーブ 
接続側 












油タンクの水巧き 


(1 シースン1〜2回) 

ミをタンク内にかが'たまると、化グージの阿;'由と水の境巧面に/ホ色のフ □- 卜力《淳き上か’ 
ります側売 TC -40 K 妝'由タンクの焉合） 


f フロ,が点横 


かグ-ジ 



フ □- 卜 


^がを巧< 



水巧ぎ 
バルブ 


♦フ□ー トび還き上がつでいたらか抜さを巧つでく 
ださい。 


♦水抜きパルプの下に容器を受けで、が抜きパルブ 
をかしゆるめると;'由タンク巧の水か’出で、フ□一 
卜び洗みます。化を抜いたらかおさバルブを固く 
締めでください。 

♦化抜含後は、油漏れか’ないか必す確認しでくださ 
い。 


•巧タンク内には、水やごみびたまりやすぐ、；:多くたまるとスト^ブの方へ流れ出し、口抽の流れを:: 
巧げで十分な乂力びをなくなります。.ときどき水が片ジみ点検を巧ってくたさい^ .., 

. . . 一 . . . .■■•一；；一；<;1.1;..1: . ：I ;■ .. »-».«» 一. ■:一 • 


フイルタの掃除 


对流巧送風機のフイルタびごみやほこりで目づまりずると、送風力び弱くなり排気温度 
上昇やストーブの表面温度が'上昇する原因になります。〔過熱防止装置(まをサーモスタ 
ツト)の働きで運區が厚止する焉合びありまず。〕 

巧の要領でストーフ裏面のフイルタの掃厳をおこなつでください。 



参左図の矢巧のよラに フィ ルタを横から引き出し、ストーブ 
裏面からおりはすしでください。 

畢 

♦フィルタに巧着したほこりを掃除機で吸い取ってくださし、。 

导 

♦掃除が終わりましたら、ちとどおりに取り付けでくださし、。 


. ，••，•，一-— — — , .• . . .. . 

[A ミ主意 I フィ非夕をはすしたまま運乾岭ないでくすごさぃ。 

つ:斗化夕をはすしたが態で運極しまずと、.;力鸟テンなと吉卷きこん; 
で乂災になるおそれびありますたまた幸などをふれるとけびをずる 
おそれびあります。:'' '' ': '.'も:'.';皆を:'ち 

..…..•.•--.: .. 二;_:一…;":..，...•.•ぶ—:.—...:…. 



































オイルフィルタの掃除 


(1 シーズン1〜2回) 


J 送巧パルブを閉じる 



端タヵップを 



フイルタ 


フイルタカツブ 


フイルタをはずし 
きれいなな巧で洗ラ 



♦フイルタカツブをはすし、化やごみを捨てでくだ 
さい。 


♦フィルタをはすし、きれいな灯油で洗ってくださ 
い。 

障 • S 姑或古語おな’馬ミ程 git ::研;马 可'^:';:^';: 

心•一.... …… . •.."•"""心.，••占•:;"心•.心.一. .- u-r ぶ;，:…记;，:记.，ミ.:ム; i .";; 一: ：•；：. 


4 热!統裝 


♦フイルタをちとどおりに組み込み、フィルタカッ 
プは油漏れのないよう確実に締め側ブでくださし、。 


のぞき窓の透明度び悪 くなったとを 

のぞき窓の透明度が'悪くなったと苦は、巧のよラに掃除しでください。 

I 前パネル、願あをはずす 


お買し巧めの販売店に巧頼してください C 



のぞぎ窓をとめでいる 
ナット2個をはずす 



♦かし水を言ませた巧でのぞき窓をふいでくださし、。 

一•ね技部は韶に累 ：) 爾恩爭た g 謂赢;… 

• ちとどおり;、巧一にねじを.締め、固定してくださ;; 

r ： 苗苗 H ぉを古.:'-.-. 

:のぞき窓をはすレだとき肤;哥移輩ジ皂新岳と女; 

;.:換しでぐださい。^ 'ピ5望晶:語覃驾 ;; i 壽覃置 - 

. •一一-. I — .. 一^占一；.：：*.こ*;;こ：：：：：：：.ごこ . t . 







燃焼制御装置の掃除 


(1 シーズン1〜2回) 


燃烧制御装置 （ CdS ) がちれると、癸の監視ができなくなります。 
巧のよラに掃除しでください。 


J 側板ふたをはずす 


♦ち側面の側販ふたをとめでいるねじ2本をはすし、 
側板ふたを取りはすしでください。 



燃烧制御装置 ( CdS ) 



5やわらかい巧でふく 



•燃焼巧送風磯下部についでいる燃焼制御装置 ( CdS ) 
を抜章出します。 


♦感光部の汚れをやねらかい巧で苦れいにふぎ取つ 
でください。 


•ちとどおりたかドするときは、肩に接わせをおりがげで<たさ6、。 


温風吹出□の掃除 


(週1回) 


やわらかい巧でぶき取る 



•本体や温風吹出□の洁れは、本体び冷えでから、 
しめらせたやわらかい巧でふき取ってくださし、。 

i •しつこいちれは中性巧割を使 巧 じ、十みからぶ舌しで 
い’ください。 , 


:ご， . . .. ... . 

• ルーパを曲げたり、変おさせたりしないようを意しでくださし、。 

— ... 心— . . .J . i . 一:； . . ... 


熱交換器の点検 


(1 シーズン1〜2回) 
お買いホめ①販売店に依頼してください。 


熱交換器の内部【こすす力ぶ異常にたまると、不完を燃焼の原因となります。 


..■ . . . .... - • . . . . . . . . _ . . . .. — 

•異常燃焼がおこうた場合には、.パーナの点検とあわせで熱交換器み点検を、お買いホめの販売店に:: 

:.依醇レ.写皂空皆.:.:.::.:::,^ ...... . . 





















初めで使巧ずるとき、煙やじおいびでる。 


耐熱蜜料やほこりなどが燒けるためです。 
しばらく窓をあけで換気をしでください。 


消 

火 

瞭 


♦修理を依頼される前にをラー度お確かめください。 


巧のよラな現象は«障ではち0ません。 


長期間ご使巧になりますと、ストーフ•の点検力み必要です。 

參£蓋;^含三£1?程度、シ-ズン終3をなどに、お買いあげ)ちまたは優理資格き 〔 (お）曰本石な燃 
焼機器 鱼寸協 含 (TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習含修 3 着（扫油機器技術管理±)など〕 
のいる店などに点検の頼されることをおすすめします。 


10•勘垣 • 異ちの見がけ方と処置方法 



燃 

焼 

時 


地震などの災害か•葬をし、製品に振動や衝擊か•加わったと苦は、運起前に必す巧の点検 
を巧っでください。 

•給排気筒周りのはすれ、漏れの確認 
• 灯油配管からの漏れ確認 

扁挨で異萬か‘見つかつた場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しで<ださい。 


9■定期点な 

定期点検に関ずるミ主意 


送な経路の空気だまりなどじより、1◎で着义しないことび 
あります。2〜3回点义操がをく0力、元しでください。 

送'ぶ経路巧の空気巧きをしでください， （1 0ぺージ参照） 

本巧内部が熱により膨張、の縮ずるためです。 
異常ではありません。_ 

不悚なち風を出さないためで本柄巧部が暖まると温風び自動 
のじのき出できます • _ 

本体内部か’ち卸するまで送風を港続します。 


異常ではありません。 


が気温び巧くなると、排気刀ス中に含まれでいる水雰気が白 
く見そるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


巧めで使用するとぎや、シーブン巧めの巧使巧 
時に1回で着义しなし、。 

点义しでちすぐ消义しでしまラ。 

燃焼閒始時や消‘乂をに「ピチビチ J という音か’ 
する。_ 

点火しでちすぐ温風が出ない。 



地震などの災害び発生したとさの点検に ついて 


点义時 


23 











画盟田田田 

つ ■□■■■■■■ 
■□□■■■■■ 

IDDIDIII 

曲曲曲田 

お 4 M もぶ哥每 ■ロロロ ■■■■ 

■ロロ ■■■■■ 

BHBHH 苗日田 iii 

IIDIIIII 

■■■■■□■■ 

nnnnn 


ふさいでいるをのを取り除く 


爸巧巧面の免節びふさびれでいる 


庭実に径病する 


爸巧ホづがはすれている 


riisii などのが含び発生したとぎの点ちじついで J 
のおち頂曰を罹巧し、苗な义する 


巧巧き動お父装屋の拒曲 


巧巧 g の径巧がおぶびがる S なけち巧巧リ ー ド 
综の接病部のはすれびない力、点をし' はすれで 
いたら正しく按爲する 


原西を取り巧いたを、再な乂する 


遇親历止餐面の巧おほ金サーモスタット)' '. 


感化部をぎれいに提なする 


お烧制御装をに dS ) V 々巧れでいが:；品 


良質の巧泣と入れ替える 


締め巧ける 


を巧経路の接続部のゆるみ 


括なする 


お倚菅のつまり 


、曲びり3窗所!^下にする 


延長3 


が気営の配菅が長い、巧がり国がびをい 


ち油援をの空気巧ぎをする 


を巧経路に空気だまりが友る 


を油経路の化巧き 
オイルフイルタの掃おをする 


ち’进経路に水または、ごみがたまつでいる 


括油する 


‘铺タシクに口組がなし、 


設定を富くする 


交換する 


-プが团れでいる 


コンむントに挺実に差し込む 


電源プラグび〕ンじントに差し这まれでし、なし、 



♦巧の表(こちとつ‘いで、ちラー•度お確かめください。 

参処置ち法により処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


巧のにおいびする 


音をたでで燃える 


運拓ランプび点なしない 

















































11 .巧品交換のしかた 


拉注意 I 不完全な修理、調整は危険でずので、部品の交換、調整び必要な場合には、 
お買い求めの販売ちまたは、修理資格者〔（財）曰本石ミ由燃焼機器保守協含で巧ラち術管 
理講習着修3者（石油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正が 品とご指定くださし、。 


部品ご入巧の際には、コロ于製品取扱販売店で必ず： □□ナ 巧 正却 品とご指定<ださい。 

純正部品な鄉: D 部品をご使用になりますと、地能び十分た発揮されないばかりか^;文安^損傷じ:: 
たり思わめ事巧の原因になりまず。 


12.巧@【長期面ほ用しない場る） 

おしまいになるとさは、曰寓の点検•手入れの項を参照し、;夕の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントからおいでください。 

• 哈汪意 I 長期間使巧しないとぎは、電源プラグを巧いでください。 

2 •フイルタの掃おをしでください。 （20 ぺ-ジ参照） 

3 •油タンクの送油/\ルブを閉じでください。 

4•オイルフイルタの巧巧をずべで抜き取ってください。 

5 •本化のごみやほこりを取ってください。 

♦掃瞭機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶ'ましでくだ 

さい。 に 2 ぺージ参照） 

7ス I ブにほこりが'たまらないよう、適给なカバーをかけでく 
ださい。 

♦ストーブを取りはずしたときはポリ袋を力、ぶ:せ、乾燥した焉所に、横翻しにしないよラに 
保管しでください。 


取扱説明書ち大切に巧管しでください。 

















圍 13 .仕様 

仕様 


型式の呼び 

FF -1600 SBT 

種 類 

氏力噴霧式-強制給排気开ミ-強制对流开ミ 

点火ち 式 

高圧放電点乂 

使 巧 燃料 

灯ミ由 （ J に1号の■油） 

燃料消賣量 

最大 

1.8 L/h 

最ル 

1.3 L ル 

発熱量(入力） 

最大 

62,090 kJ/h (14,830 kcal / h ) 

最ル 

44,840 kJ/h (10,710 kcal / h ) 

熱効率 

最大 

92.4% 

最ル 

92% 

暖房出力 

最大 

15.9 kW , 57,370 kJ/h り3,700 kcal / h ) 

最ル 

11.5 kW , 41,250 kJ/h ( 9,860 kcal / h ) 

標準適室 

温暖地 

木造目 6 nf (40 置)までコンク ij - 卜91 nf (55 置)まで 

寒冷地 

木造69が(42畳)までコンクリート 109 nf (66 養)まで 

が お 寸法 

高さ700 mm 幅 830 mm 奥行5 10 mm (屋台を含む） 

質 璧 

52均 

電源電旺及び周波数 

単相 100 V 50/60 H 之 

定格消費電で 

点火時 

72/79 W 

燃焼時 

86/94 W 

最大 

95/99 W 

給排気筒の呼び径 

D 49 

おが気筒の壁賃逼部のなを 

夺8日 mm 

排気 温度 

260で肌 

電流ヒユーズ 

管开ミヒューズ 8 A 

安を 装置 

巧震有動消火装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-信電を全装置- 
過熱お止装置(安全サーモスタット） 

その牠-の装置 

排気管抜け検知装置-過電流防止装置 

付属品 

給排気筒たット(1)、スリーブ(1)、置台(1)、背面カノ\一上り）、 

風量制御板 60 Hz 巧(1)、締付バンド(1)、フィルタガイド板上り）、 

フィルタガイド板下(1)、絶縁テープり）、ユム製送油管締付バンドに)、 
取扱説明書(1)、型紙 (1) 


■「垂里標準適室は、な回法人-曰本ガス石油機器工業含の算定畐準じよります。 































































外形寸法図 



巧るモータ 


■ a トランス 


















保証について 

•このコ□ナ密閔式石油ス I ブには保証書か•ついでいます。[お買いあげ曰.販売店咨 J などの記入をお醒 
かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保菅しでください。 
♦保証期間はお買いあげいただいた曰から T 年間です。 

♦次のよラな原因による巧障および事巧につさましては、保証の対象になりませんのでま意しでください。 
■変質;0巧や不純な油など、またの■油政がの燃料使巧じよるな[障や事故。 

■誤った使巧ちをによるな障や事巧。 


修理を依 頼されるとを 

♦本書の「故障-異常の見分けちと処置ち法 J に3 . 24ぺージ養照）の項に従つで調べてち良くならないとき 
は、毫源ブラグを抜いでお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご巧鼓窓 □ (裏表紙参照）にご 
連絡ください。 

•保証期間中であれば保証書の規定にがつで無料修理させでいただきます。 

ぉ属赁哪骂;窺撫線谅古お;謂組|;;|お;:!.5:!,靖轉偉擊鄙品の保有期間慕 

ふ::;诚買い求めめ扳壳おじさ相駭部觀!齡ごを;;;;';::;.;;;;;:;;;;,:.;.;吾敝 f ；：:^ 

i :;:;;;;.;;;;;:;;;;.! 琴琴に去.うで替巧吞晕導^昂巧レ词雜章..:す吝お站盛な 部品): ''み接旨期窗[減勤.:. .i 

i 恥門.で璋めご 要望 【ごより 育 巧修理がたおまず;た お.: i . ぶ，:::; i ':::;: :.去が旬接 7 を柴;..再邱聲お輪.:ド.賊; p 粋::;聞排 

’<ミ:ゴ；む;： . ミ:;..^.;れミ1:，1;:•ザ; . V . ，:ふ’-;ぶ;:,.;； ；.. i . 三:.站:; 


B 15•据巧け 

据付け場所の選定 _ 

參据巧けについでは、乂巧予防条例、電気設備に関する技術基準などをちの薑華力 《 ありまず。 

工事説日月書の「まをのために必すお守りください（特にを意しでいたださたいこと)_!をお読みに 
なり、販売店またはお付け業者とよくご相談しでください。また、「標準おはけ例 J じついでは、 
29ぺージを参照しでください。 









標準据付け例 


ス i — フの据巧けは下図を満足させる位置に取り巧けでください, 
〈正面〉_ _ 〈測面〉 


〈給排気筒の正面〉 




•側ち障善物は、両側にあっでをよいび給排気筒と障害物、巧燃物とのお難は45加が上とって<ド 
さい。 

•前ちに轿や運物か•ある揚合は給排気筒巧端と前ち障害物との距離は6〇な1な上離し、力、つ上ちおよ 
び両側ちに気流を阻止する障害物がないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面力、ら60加お上離すよラじしでください。なお读雪地域では、お排気筒先端び 
雪でみさがれるおそれのない高さを確保しでください。 

〈マントルピースなどに設置ずる場含のストーブ周囲寸法〉 


ぞ雜爆逆货韻おな 



里面より巧に A :か巧が初;;•む 
らない乙と . I ' 1 :本が因をを a 

- </( 巧田巧巧） 


X な)のブをは、防义性能評定委員舍 
によりち接覇定されたちのです。 


I ;点検:，:ま入れのためスお^郭か離隔ぉ離肤 :30 c 帕主(こしな:だ嶺覇画 i 麵:|麵諭議 | j 讓 
'著任弱.レ谭？啤聲 h 瓣巧电で焉障每顧寺るお:、.;甚き:レ-たり-、.-そり.技る是冀親 IS 業黄. i ; 學!湖 
1;蛮置を S 均帮ち夕.到!得為奉り.、巧イザぅス張り、;;崇た靖属坂動!巷い哉萬 W 南担鋪餘肖馨 
:驾す睾聋取—;をれ雜拿霉部じをお狱、よぅ t 雪気巧雖緣を.:じた;<賴己憬;骂需; f 巧:;;:門學 
售に巧をあける場さ邵望を内部にある電気雨結.ガ凌お水奮め配奮起あたち殘釣奪辨巷達縣式みおえ 


据付け後の確認 


参据巧けか•終ねりましたら、ちラー度、工事説日月書の「安全のために必すお守りください(特にを意 
しでいただきたいことりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおりお付けられでいる 
かどラかを確認しでください。 






















試運輯 __ 

試運輯は、販売店または据巧業客とご一緒に必す巧ってください。 

圍運輯準備 (詳しくは S 〜11ページ参照） 

1•油タンクに巧巧 （ J 旧1君な巧）を給なしでください。 

2•油タンクの送巧/ XJ レブを開ま、送油経路巧の空気あぎをしでく 
ださい。 

3•ストーフ4側面のが平器で、水平に設置されでいることを確認し 
で < ださい。 

4•ストーブの屋台の上や送油管の接続部に、巧だまりや油漏れび 
ないか確かめでください。 

5•運裙スイツチび〔停止〕になっているか確認しでください。 

♦運乾スイッチを〔運乾〕のまま電源プラグをコンたントに是し这むと、が表示さ 
れ/まづ 0 

6 •電源プラグをコンたントに差し这んでください。 

♦ IA ま意1 電源プラグはコンたントに根元まで確黃に黃し化んでください。 

圍運 括 簡しくは12〜16ページ参照） 

1•運馬スイッチを巧しでください。 

•運乾ランプか‘点なし、燃焼ランプか’点減します。 

•約10砂後に点火し、燃焼ランブか’点なに変わります。 

♦点义後2〜4分をに対流巧送風機びまわり温風び出ます。 

;•訪堤を裝萬屏[こを罢とさが:®島陸稱宏森けで煙とにおい赫座吝云 E 京轰巧ま甘 t : お吉裹商量報屋:: 

，-;:.を驾琴是1^马-ください。-'--ぶぉ-:;;;;;.::...當--:...-- - .-,-;■■：■ ち-:;-;':::;ぉ-;--'':.-:;-’-お;普醉::が;- 

2 •運乾スイッチを巧しをどしでください。 

♦運転ランプ、燃烧ランプび消阿し、消火しまず。同時に温度表示から時刻表示に巧り変わり 
ます。 

♦本体巧部び冷却するまで送風を継続し、 5 〜 7 分後に停止します。 
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